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最
近
私
は
、
パ
テ
ッ
ク

フ
ィ
リ
ッ
プ
U
S
A
の
元
会

長
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
ソ
ン
と
昼
食
を
共
に
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
彼
は
1
9
6
0
年
代
に
、
レ
イ
・
チ
ャ
ー
ル
ズ

の
た
め
の
プ
ラ
チ
ナ
製
点
字
腕
時
計
の
デ
ザ
イ
ン
を
手

伝
っ
た
と
教
え
て
く
れ
た
。
最
初
私
は
こ
れ
を
話
半
分

に
聞
い
て
い
た
が
、
私
に
は
レ
イ
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
家
族

に
つ
な
が
り
の
あ
る
友
人
が
お
り
、
レ
イ
・
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
話
す
機
会
を
得
た
結
果
、
そ
れ
が
本

当
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

レ
イ
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
ジ
ャ
ズ
、
ブ

ル
ー
ス
、
R
＆
B
、
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
を
ソ
ウ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
に
融
合
さ
せ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
タ
イ

ム
・
マ
ガ
ジ
ン
はは
書書
いい
てて
い
る
。﹁
彼
の
心
の
底
か
ら
絞

り
出
さ
れ
る
し
ゃ
が
れ
声
は
、
絶絶絶絶
望望望望
しし
たた
男男男男
ののの
悲悲悲悲
痛痛痛痛
ささ

に
満
ち
て
い
た
﹂。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
オ
ー
ル
バ
ニ
ー
で
生

ま
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、
3
歳
で
ピ
ア
ノ
を
学
ん
だ
。
緑

内
障
に
よ
り
4
〜
5
歳
の
頃
か
ら
視
力
を
失
い
始
め

た
。
7
歳
で
全
盲
と
な
り
、
母
親
は
彼
を
寄
宿
学
校
に

入
れ
て
点
字
を
学
ば
せ
た
。
15
歳
で
卒
業
後
、
シ
ア
ト

ル
に
行
き
、
自
身
の
バ
ン
ド
を
つ
く
り
、
ク
ラ
ブ
で
働

い
た
。
徐
々
に
彼
の
名
声
は
広
ま
っ
た
。
60
年
代
に
は
、

﹃
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
オ
ン

･

マ
イ

･

マ
イ
ン
ド
﹄
や
﹃
ヒ
ッ
ト
・

ザ
・
ロ
ー
ド
・
ジ
ャ
ッ
ク
﹄
な
ど
の
リ
リ
ー
ス
に
よ
り

賞
賛
を
博
し
、
多
数
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

1
9
6
3
年
、
名
声
の
頂
点
に
い
た
彼
は
、
ユ
ニ
ー
ク

な
時
計
を
贈
ら
れ
た
。
贈
り
主
は
、
彼
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ササ
ー
で
あ
り
、
ジ
ャ
ズ
レ
コ
ー
ド
会
社
ヴ
ァ
ー
ヴ
を
創

業業
し
た
時
計
愛
好
家
の
ノ
ー
マ
ン
・
グ
ラ
ン
ツ
と
い
わ

れれ
る
。
レ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
、﹁
彼
ら
は
と
て
も
親
密
で

し
た
。
2
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
思
い
出
と
し
て
、

ま
た
と
な
い
贈
物
で
し
た
﹂
と
語
る
。

パ
テ
ッ
ク

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
そ
れ
ま
で
点
字
時
計
を

製
作
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
特
別
製
作
さ
れ
た
こ
の

3
4
8
2
モ
デ
ル
に
は
、
強
力
な
ぜ
ん
ま
い
を
備
え
た

懐
中
時
計
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
搭
載
さ
れ
た
。
点
字
時

計
は
、
指
針
に
触
れ
る
た
め
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
パ

ワ
ー
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
点
字
を
判
読
し
や
す

く
す
る
た
め
、
文
字
盤
は
大
き
く
、
直
径
は
37
ミ
リ
で

あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、
こ
の
時
計
を
常
時
着
用
し

て
い
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
革
バ
ン
ド
は
、
後
に
プ
ラ
チ

ナ
・
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
に
交
換
さ
れ
た
。
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
同
様
、
演
奏
中
汗
を
か
い
た
か
ら
で
あ
る
。

﹁
当
時
は
誰
も
が
金
時
計
を
着
け
て
い
た
の
で
、
こ
の

銀銀銀銀
色色色色
ののの
時時時時
計計計
はははは
印
象
的
で
し
た
。
父
の
茶
色
の
肌
に
美

し
く
映
え
ま
し
た
。
父
は
、
こ
の
時
計
を
除
け
ば
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
の
他
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
は

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
様
子
を
鮮
や
か

に
覚
え
て
い
ま
す
。
父
は
若
く
、
わ
ず
か
33
歳
で
し
た
。

ス
ー
ツ
は
、
細
い
襟
の
つ
い
た
、
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
の
シ

ル
バ
ー
シ
ャ
ー
ク
ス
キ
ン
製
で
し
た
。
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
父
の
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
、
父
の
顔
、
そ
し
て
手
首
に
着

け
た
パ
テ
ッ
ク

フ
ィ
リ
ッ
プ
を
思
い
出
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
父
は
時
計
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
8
歳
の
子
供

だ
っ
た
私
に
は
、
そ
の
完
璧
な
美
し
さ
を
父
に
説
明
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
﹂。

視
力
を
失
う
前
か
ら
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
機
械
が
大
好
き

で
あ
っ
た
。
レ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
回
想
す
る
。﹁
父
親
に

と
っ
て
時
刻
は
重
要
で
し
た
。
盲
目
な
の
で
、
昼
夜
が

分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
少
な
く
と
も
1
時
間
に

1
回
は
、
軽
く
時
計
を
叩
い
て
カ
バ
ー
を
開
き
、
文
字

盤
の
上
を
優
し
く
指
で
な
ぞ
り
、
時
計
を
耳
に
当
て
て
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
を
聞
い
て
微
笑
み
ま
し
た
。
そ
の
音

だ
け
で
父
は
幸
せ
だ
っ
た
の
で
す
﹂。

今
日
こ
の
時
計
は
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
い
つ
か

見
つ
け
出
す
希
望
を
レ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
捨
て
て
い
な

い
。
見
つ
け
出
し
た
ら
、
彼
は
何
を
す
る
だ
ろ
う
か
?

レ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
微
笑
む
。﹁
カ
バ
ー
を
叩
き
、
開

い
た
ら
、
文
字
盤
の
上
を
指
で
な
ぞ
り
、
耳
に
当
て
て
、

チ
ク
タ
ク
音
を
聞
く
で
し
ょ
う
﹂。
暫
し
の
無
言
の
後
、

彼
は
言
う
。﹁
す
べ
て
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
﹂。

﹁
パ
テ
ッ
ク
フ
ィ
リ
ッ
プ
マ
ガ
ジ
ン
・
エ
ク
ス
ト
ラ
﹂︵p

atek
.com

/

ow
n

ers

︶
に
て
、
こ
の
記
事
の
特
別
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

スリムなプラチナ・ケース、着

用者が時刻を指で触れて知る

ことができるダイヤ付の丸い文

字盤、40個のブリリアントカッ

ト・ダイヤモンドがセッティン

グされたヒンジ付カバー。この

レイ・チャールズのための腕時

計のデザインは魅力的である。

時計は紛失したが、パテック

フィリップ資料室に保存された

これらの図により、その外見を

知ることができる。

1960年代にレイ・チャールズのために製作されたユニークな

点字腕時計。その歴史にまつわる伝説的ミュージシャンの

魅力溢れる思い出はまた、父と息子の感動的な物語でもある。
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時計のある人生
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